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を 移植 し て 作っ た 場所 に つい て 調べ た . 結果 , ゴイ シシ ジミ の 成虫 は 他 の アブ ラム シ 生 息 地 へ 移動 し , 産 
卵 し , そこ で 次 世代 が 発生 する こと を 確認 し た . 量 が 大 きく 変動 し , 場所 に よっ て は 全く 無く な っ て し ま 
う ょ うな 不安 定 な 食物 を 利用 し て いる ゴイ シシ ジミ に と っ て , 成虫 の 移動 に よる 新生 息 地 の 開 拓 は 個体 群 
を 維持 する た め の 重 要 な 一 手段 で あろ う . 


16. ミド リ シ ジ ミ 族 の 配偶 行動 : 特に ム モ ン ア カシ ジミ と ウラ ジロ ミド リ シ ジ ミ に つい て 
藤井 恒 (近畿 ) 
要 計 示 提 出 


17. ホソ バ セ セ リ の 生態 大 島 良美 (関東 ) 

ホソ バ セ セ リ は , 東北 南部 か ら 九 州 南端 に いた る , 比較 的 暖地 の 低 山 地 に 産 す る 蝶 で ある . 東京 都 下 東 
大 和 市 の 多摩 湖畔 な ど で 撮 影 し た この 蝶 の 生態 写真 を 紹介 し た . 生息 地 の 四 季 , 成虫 の 生息 環境 , 産卵 行 
動 , スス キ で の 産卵 位置 , 幼 令 幼虫 ・ 越 冬 幼虫 の 巣 と 内 部 , 終 令 幼虫 の 摂 食 と 巣 , 踊 の 巣 , 羽化 . 





18. ウス バシ ロ チ ョ ウ の 超 の 変異 と 気候 と の 関係 小池 啓一 ・ 小 林 浩 ・ 笠 原 浩幸 ・ 黒 沢 明 (関東 ) 

群馬 県 に お ける ウス バシ ロ チ ョ ウ の 交 の 変異 に つい て は 第 31 回 大 会 で 報告 し た . 今回 は それ ら の 結果 と 
山形 ・ 福 島 ・ 新 潟 県 の 多 雪 地域 8 か 所 で 採集 し た 成虫 の 次 の 変異 , お よび 群馬 県 内 21 か 所 , 上 記 3 県 の 多 
雪 地 域 の 内 4 か 所 で 採集 し た か ら 採卵 ・ 飼 育 し た 結果 を 加え , 採集 地 付 近 の 気象 資料 と 比較 し , ウス ズバ 
シロ チョ ウ の 変異 に つい て 考察 を 行っ た . 

採集 結果 か ら , 多 雪 地 域 の 個体 は 小型 で 黒 化 が 著しく , 他 の 地域 で は 標高 が 増す と と も に 小型 に な り , 
それ に 伴い わずか に 黒 化 する 傾向 が 見 られ た . 

採集 し た 告 か ら 前 橋 市 内 で 採卵 ・ 飼 育 し た 結果 , 羽化 し た 成虫 の 黒 化 度 は 各 採集 地 の 黒 化 度 と ほぼ 一 致 
し た . 冬期 降雪 の 少な い 低地 の も の は 早く 財 化 する が , 標高 の 高い 産地 や 多 雪 地域 の も の は 吊 化 が か な り 
遅れ た . し か し 遇 化 の 時 期 や 疲 期 に は ほとん ど 差 が な か っ た ,. これ ら の こと か ら , 次 の 黒 化 に は 一 世代 に 
お ける 環境 の 影響 は 少な く , 股 化 時 の 温度 と と も に 遺伝 的 に か な り 固 定 さ れ て お り , 一 方 上 由 化 は 一 定 の 温 
度 で 引き 起こ され , 生理 的 条件 に ょ り 制 御 さ れ て いる と 考え られ た . 

各 採 集 地 に 近接 し た 気象 庁 の 観測 地点 の 気象 資料 も 参考 に し て ウス バン シロ チョ ウ の 変異 を 考察 する と , 
降雪 の 少な い 低地 で は 春の 気温 の 上 昇 が 穏やか で 幼虫 期 が 長く , 大 型 で 白い 個体 が 多い . 標高 が 増す に つ 
れ 気温 の 上 昇 は 遅れ て 急 に なる. それ に 伴い 幼虫 期 は 短く な り , 小型 で 多少 黒 化す る . 多 雪 地 で は 積雪 に 
より 気温 の 上 昇 が 非常 に 遅れ , 雪解け と と も に 急激 に 上 昇 す る た め , 幼虫 期 が 短く 小型 に な る . また 幼虫 
期 の 気温 の 急上昇 が 黒 化 に 関係 し , 世代 を 繰り 返す 間 に 遺 伝 的 に 固定 され て いっ た と 考え られ る . 艇 化 時 
の 温度 の 違い は 産地 の 環境 , 特に 積雪 の 有無 に 対す る 適応 と 考え られ る . 一 方 各 産 地 に お いて 麺 の 黒 化 度 
の 個体 変異 の 幅 が 大 きい の は ざ @ 成 虫 の 移動 に た よる 遺伝 子 の 交流 が 主 な 原因 の ひと つ で ある と 考え られ る . 


19. 北 ボ ルネ オ の 蝶 の 生活 6) 一 一 照度 と 気温 か ら み た 蝶 の 生活 場所 一 一 石井 実 (近畿 ) 
野外 で 観察 し て いる と 蝶 の 飛ぶ 空間 は 種 ご と に 決ま っ て いる よう に みえ る . オー プン ラン ド の 蝶 は め っ 
た に 樹林 内 に 入る こと は な いし 逆 に 暗い 林 床 で 暮らす 蝶 を 明る い草 原 で 見 か ける こと ともない. この よう に 
経験 的 に 知っ て いる 蝶 の 生活 場所 を 照度 と 気温 と いう 2 つの 環境 因子 を 用 いて 記載 し て みた ら ど うな る だ 
ろう . 演者 は 1987 年 7 月 下旬 か ら 8 月 中 旬 に か け て , マレ ー シ ア , サバ 州 内 の セ ピ ロ ク 原 生 林 内 外 , キナ 
バル 山 周辺 , ケー ニン ガウ 周辺 , コタ キナ ベル 市 内 に お いて , 総計 554 個体 の 蝶 を 捕らえ , 捕獲 位置 の 照度 , 
気温 を 測定 , 記録 し た . これ ら の デー タ を 集計 する こと に より , 次 の よう な こと と が 明らか に な っ た . 

まず , 北 ボ ルネ オ の 蝶 の 生活 場所 は , 高 照度 - 高温, 中 照度 - 中 温 , 低 照 度 - 中 温 , 中 照度 低温 の 4 
つの タイ プ に 大 別 で きる こと が わか っ た . 高 照 度 - 高温 環境 で 見 られ る 蝶 に は , ウス キシ ロ チ ョ ウ , テン 
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グチ ョ ウ , カバ マダ ラ な どの オー プン スペ ー ス を 好む 種 が , 中 照度 - 中 温 で 得 ら れる 蝶 ( こ れ が 最も 多い ) 
に は , シロ オビ アゲ ハ , トラ フタ テハ , サリ キチ ョ ウッ ウ な ど 林 縁 を 飛ぶ 種 が , 低 昭 度 - 中温 で 採集 され る 蝶 
に は , オオ イナ ズ マ , クロ テン シロ チョ ウ , ニセ モビ レイ キチ ョ ウ な と 樹林 内 を 飛ぶ 種 が 含ま れ て いる . 一 
方 , 中 照度 - 低温 グル ー プ に は , ル ゾ ネン シス アサ ギ マ ダ ラ , ツマ ムラ サキ マダ ラ , イン ドラ ト ガ リ シ ョ 
チョ ウ の ほか , パン ドク スウ ラナ ミ ジ ャ ノ メ や キチ ョ ウッ が 含ま れる . この うち , 後 2 者 は 平地 か ら 山 地 ま 
で の 広い 温度 環境 で 採集 きれ た が , 平均 値 か ら み る と 低温 域 の 蝶 と いう 結果 に な っ た . 

と ところで, パン ドク スウ ラナ ミ ジ ャ ノ メ や キチ ョ ウゥ な ど は サバ ズバ 州 内 の いた る と ころ で 普通 で ある . これ 
は , これ ら の 種 の 照度 , 気温 両 要因 に 対す る 選好 性 が 広い こと に よる よう だ . こ と の こと は ニセ ビレ イキ チョ 
ウゥ な ど が 狭い 範囲 の 照度 , 温度 環境 下 で し た 見 られ な い “珍し い " 蝶 で ある の と 対照 的 で ある . 


20. Orthosia の 染色 体 に つい て 川副 昭 人 (近畿 ) 
近畿 地方 産 Ozosz2 属 14 種 の 賊 の うち 10 種 の 体 染色 体 に つい て 報告 し た . 

1 . 染色 体 数 は 次 の 通り で あっ た . 

O. fausta, 2n=108 (信州 産 は 2n=106) . O. gothica, 2n=76. 0. carnipennis, 2n= 62. 

O. evanida, 2n=60. O. angustipennis, 2n=60 (2?). O. paromoea, 2n 三 58, 60. 

O. munda, 2n=58. O. lizetta, 2n=56. O. lmbata, 2n=38. O. odiosa, 2n=32. 

2. と ころ で , 本 属 の 染色 体 数 が 種 ど と に まち まち で ある らし いこ と は ドイ ツ 産 本 属 8 種 に つい て の 報告 
(WERNER, 1978) か ら も ゃ うか が える が , 日 本 で も その 例外 で は な さそ うら で ある . 演者 は 約 120 種 の 日 本 産 ヤ 
ガ 科 の 染色 体 を 調べ た が , その 8 割 以 上 が 2n=62 で あり , 本 属 を 除く と それ 以外 の 染色 体 数 の 種 は 極め て 
少数 で あっ た . 一 般 に 晩秋 か ら 春 に か け て の 低温 期 の み に 出現 する 種 や 局 地 的 な 高山 種 に あっ て は , 鱗 超 
類 で は 染色 体 数 が 夫々 の 科 に 於 ける 最 瀬 値 か ら 大 きく 外れ る 傾向 か あり , その 限り で は 本 属 も 例外 で は な 
い . し か し ヤ ガ 科 の うち 本 属 以外 の 低温 期 一 化 性 の 種 や 属 は , 演者 の 調べ た 限り で は すべ て 2n 三 62 で あっ 
た (但し 高山 賊 の 中 に は 例外 の ある こと が 察 せ られ る ). この こと は 低温 期 一 化 性 の 時 群 と し て 進化 し て 来 
た 本 属 の 古き を 示す も の と 考え られ る . 

3 . 性 染色 体 の 大 き さ も 種 に よっ て 大 きく 異な っ て お り , 欧州 か ら は XO 型 (ZO 型 ) の 報告 も ああ る (TRAUT 
& MASBACHER, 1968). 本 属 の 性 染色 体 の 進化 に つい て は 今 の と ころ 判断 の 材料 が な い が , 本 属 が 幾つ か 
の 異 系 統 群 か ら 成 る こと を 示唆 する も の か る ゃ も 知れ な い . 

4. 欧州 産 0. munda (n=26) と O. gothica (n=36) と は 日 本 産 と 染色 体 数 が 異な っ て いる . また 日 本 産 の 
種 の 中 に 染色 体 数 の 僅か な が ら 異 な る 種 が 見 出さ れる . これ ら の こと は 本 属 中 に 核 型 多 型 な いし は 同胞 竹 
の 存在 する こと を 示す も の で あろ う . 
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